職務経歴書

20**年○月○日

（ここに自筆で名前を書く）

●職歴

○年○月

株式会社○○損保に入社



約２カ月間、新卒研修を受講。基本的なビジネスマナーなどを身につける。

○年○月

営業部に配属。法人営業職として、損害保険商品の企業への営業を担当する。
○年○月

総務部門に異動。年金、保険などの申請業務を中心に担当。

○年○月

所属していた企業が、確定拠出型年金制度の導入を検討。社内の特別プロジェクトチームに配属され、関連制度を整備するための検討を行う。その過程を通じて、年金のプロフェッショナルとして独立することを考えるようになる。

○年○月
社会保険労務士として独立を志し、会社を退職。翌年の試験に向けて、受験準備を開始する。

○年○月
資格スクール○○に入学。「社会保険労務士受験コース」に在籍。

○年○月
社会保険労務士試験を受験。しかし、不合格に終わる。

●自己PR

前職では、主に年金、保険に関する業務を担当してきました。その過程で、年金や人事・労務管理といった仕事に、強い興味を持つようになりました。この分野で揺るぎない知識を身につけ、プロとして働きたい。そのためには、社会保険労務士の資格を取得が近道だと思い、前職を退職いたしました。

１年間を資格取得の準備期間にあて、試験合格後すぐに独立しようと考えていたのですが、力不足で不合格になってしまいました。また、企業を離れて一人で勉強しているうちに、私は独立開業するよりも、組織の中で力を発揮する方が向いていると痛感するようになったのです。

試験には合格できませんでしたが、資格スクールで１年間学んだおかげで、基礎的な知識は身につけられたと思います。この知識を、ぜひ企業の総務部門で発揮したいと思っています。

●持っているスキル

· 社会保険労務士に関する基礎的な知識は身についています（資格スクールでの模擬試験では、ほぼ合格ラインの成績を取っていました）

· ワード、エクセルなど、基本的なパソコンスキルは身につけています

· 入社してから約1年間、営業職を担当しておりましたので、コミュニケーション能力にも自信があります

· 目標を立て、それに向かって努力する姿勢、向上心は持っているつもりです

